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主
な
内
容

●新成人の門出を祝う
●統合小学校の校名決まる
●町県民税の申告相談所を開設

響 き 渡 る 奉 納 太 鼓
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とを

「度
会
小
学
校」決

定
町
教
育
委
員
会
事
務
局
で
は
、
町
内
４
つ
の
小
学
校
を
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
か
ら
、
校
名

案
を
﹃
度
会
小
学
校
﹄
と
し
、
町
議
会
全
員
協
議
会
や
区
長
会
、
各
校
の
保
護
者
な
ど
の
関
係

各
機
関
に
、
意
見
を
聴
取
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

度会町統合小学校校名提案趣意書

この統合は、少子化の進行に伴い児童数の著しい減少が確実なことか

ら、学校の適正な規模と適正な職員の配置による教育効果の向上を図る

ため、町内４小学校を一括して統合するものです。『中川小学校』『内城

田小学校』『小川郷小学校』『一之瀬小学校』を廃して、現在の内城田小

学校の位置に新たに小学校を設置することから、統一の証として町名の

『度会』を冠して、統合校にふさわしい教育環境の創造に努めます。

【度会の名称の起こりから】

◦神話による『わたらい』の地名の起こりは、この地における人と人の

出会いや、諸国の船の交流に始まったと伝えられています。

◦伊勢の地『度会』の名称は、明治初頭には度会府、明治４年の廃藩置

県には度会県とも称され、その後明治９年に今の三重県に合併されて

いますが、今でも度会郡と昭和３０年に合併し誕生したわが町の名称

として使われています。

子どもたちが豊かな自然に恵まれた郷土を愛し、まちの歴史

と文化に誇りを持ち、新たに集い・交流し、心も体もたくまし

く健やかに育つことを願って『度会』の名称を、統合する小学

校の名称として提案します。

事
前
経
過
に
よ
る
協
議
経
過

事
前
経
過
に
よ
る
協
議
経
過

事
前
提
案
に
よ
る
協
議
経
過
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校
舎
・
校
地
の
整
備

校
舎
・
校
地
の
整
備

統
合
小
学
校 校
の 名

◦
校
名
の
決
定

年
末
に
開
催
し
た
度
会
町
統
合

小
学
校
校
名
検
討
委
員
会
の
審
議

を
経
て
、
平
成
19
年
第
１
回
度
会

町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
関
連

議
案
と
と
も
に
正
式
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

校
舎
・
校
地
の
整
備

統
合
校
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環

境
づ
く
り
を
前
提
に
し
て
総
合
的

な
検
討
を
行
い
、
次
の
と
お
り
校

舎
お
よ
び
校
地
の
整
備
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。

◦
校
舎
の
整
備
方
針

︿
増
築
﹀

◦
位
置　

現
在
の
校
舎
西
側
の
前

庭
を
利
用
し
、
校
舎
に
並
列
と

し
ま
す
。

◦
教
室
数　
（
普
通
教
室
３
+
支

援
教
室
１
）
×
２
階
建
と
し
、

連
絡
通
路
で
連
結
し
ま
す
。

︿
改
修
﹀

◦
増
築
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
現

校
舎
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
間

取
り
変
更
な
ど
の
改
修
を
行
い

ま
す
。

◦
児
童
玄
関
の
改
造
、
ト
イ
レ
の

増
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◦
校
地
の
整
備

◦
ス
ク
ー
ル
バ
ス
５
台
を
運
行
す

る
た
め
、
安
全
な
乗
降
と
待
機

が
可
能
な
場
所
を
整
え
ま
す
。

◦
各
種
行
事
時
の
一
般
駐
車
場
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員

の
駐
車
場
を
確
保
し
ま
す
。

◦
校
舎
敷
地
へ
の
給
食
運
搬
車
両

な
ど
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
し
ま

す
。

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
︱
２
４
２
２
）

第
１
回
度
会
町
議
会
臨
時
会
を
開
催

平
成
19
年
第
１
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
が
、
去
る
１
月
19
日
に
召

集
さ
れ
、
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◎
一
般
会
計
補
正
予
算︵
第
４
号
︶

４
６
，３
０
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
，
１
７
５
，
０
２
８
千
円
と

し
ま
し
た
。

主
な
内
容

教

育

関

係

○
統
合
小
学
校
に
お
け
る
校
地
の

整
備
お
よ
び
校
舎
の
増
築
な
ど

に
か
か
る
測
量
・
設
計
費
な
ど

◎
度
会
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

統
合
小
学
校
の
名
称
を
﹃
度
会

小
学
校
﹄
に
、
位
置
を
﹃
度
会
町
棚

橋
１
６
７
９
番
地
１
﹄に
定
め
る
。

平成20年４月１日開校に向けて
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新新
う

祝

を
出

門
の

人
成

１
月
８
日
の
成
人
の
日
、
度
会

町
で
は
、１
１
８
人
（
男
子
65
人
、

女
子
53
人
）
の
皆
さ
ん
が
、
晴
れ

て
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
去
る
１
月
７
日
、
１
０

３
人
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
町
中

央
公
民
館
で
新
成
人
を
祝
う
成
人

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
山
下
晴
菜
さ
ん
（
南
中
村
）
が

町
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
、

山
西
涼
太
さ
ん
（
立
岡
）
が
新
成

人
と
し
て
の
誓
い
の
こ
と
ば
を
述

べ
ま
し
た
。

町
長
は
じ
め
来
賓
の
皆
さ
ま
か

ら
﹁
成
人
と
な
っ
た
こ
と
に
自
覚

を
も
ち
、
責
任
あ
る
行
動
を
し
、

社
会
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
だ
さ

い
﹂
と
い
っ
た
温
か
い
励
ま
し
や

お
祝
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
皆
さ
ん
で
記
念

撮
影
を
行
い
、
引
き
続
き
﹃
バ
ザ

ー
ル
わ
た
ら
い
﹄
で
パ
ー
テ
ィ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

顔
を
合
わ
せ
た
友
人
と
談
笑
し
た

り
、
携
帯
電
話
番
号
の
交
換
や
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
っ
た
り
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。

？どんな大人になりたいですか？

夢は何ですか？
決 意 新 た に

人
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
信
頼
さ
れ

る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
夢
は

研
究
者
に
な
る
こ
と
で
す
。

新成人代表で誓いを述べた

山西　涼太さん（立	岡）

決
意
新
た
に
、

大
人
の
仲
間
入
り

ど
ん
な
に
小
さ
い
こ
と
で
も
人
に
親

切
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
大
人
に
な
り
た

い
で
す
。
世
界
の
有
名
人
に
な
り
た
い

で
す
。少
子
化
を
救
う
こ
と
が
夢
で
す
。

西野　莉加さん
（駒ケ野）

マ
ナ
ー
が
し
っ
か
り
で
き
て
い

る
人
に
な
り
た
い
で
す
。
理
学
療

法
士
に
な
り
た
い
で
す
。

新成人代表で記念品を受け取った

山下　晴菜さん（南中村）

藤村　奈央さん
（坂	井）

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
れ
る
大
人

に
な
り
た
い
で
す
。
夢
は
お
嫁
さ

ん
に
な
る
こ
と
で
す
。

場
の
空
気
の
読
め
る
大
人
に
な

り
た
い
で
す
。
薬
剤
師
に
な
る
こ

と
が
夢
で
す
。

若宮加寿馬さん（大野木）

前田佳菜子さん（注連指）

人に笑顔を与えられる大人になりたいで
す。我が子をしっかり育てあげられる親に
なりたいです。
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夢 輝 か せ る 新 成 人

みんなで記念撮影

自
由
気
ま
ま
に
・
・
・
。
空
手

３
段
を
取
る
こ
と
が
夢
で
す
。 大西　竜矢さん（棚	橋）

立
派
な
大
人
に
な
り
た
い
。
社

長
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。

西村　　和さん（和井野）

心
の
広
い
人
に
な
り
た
い
で
す
。

歌
手
に
な
る
こ
と
が
夢
で
す
。 林　	大佑さん（大野木）

夢
を
持
ち
続
け
れ
る
人
に
な
り

た
い
で
す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

か
教
師
に
な
り
た
い
で
す
。

濵田　早紀さん（市場）

自
分
で
考
え
行
動
し
、
そ
の
行

動
に
責
任
を
持
て
る
大
人
に
な
り

た
い
。
教
師
に
な
る
こ
と
が
夢
で

す
。

辻本　泰介さん（麻加江）

山根　千明さん（田口）

空気のよめる人になりたい
です。がんばって歯科衛生士
になりたいです。

山根あずささん（田口）

人に優しくできる人になり
たいです。管理栄養士になる
ことが夢です。
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平成18年分　町県民税申告相談日程
月　日 曜日 受付時間 相談会場 対象字名

２月１９日 月
午前９時３０分～正午

一之瀬公民館
小萩・脇出・和井野

午後１時３０分～４時 柳・市場・南中村・川上

２月２０日 火
午前９時３０分～正午

麻加江生活改善センター
麻加江

午後１時３０分～４時 田口・立花

２月２１日 水
午前９時３０分～正午

麻加江生活改善センター
注連指・坂井

午後１時３０分～４時 長原

２月２２日 木
午前９時３０分～正午

中之郷生活改善センター
川口・栗原・中之郷・五ケ町

午後１時３０分～４時 日向・小川・火打石・駒ケ野

２月２３日 金
午前９時３０分～正午

度会町役場（大会議室）
下久具・上久具・田間

午後１時３０分～４時 立岡・大久保・葛原

２月２６日 月
午前９時３０分～正午

度会町役場（大会議室）
棚橋

午後１時３０分～４時 大野木

２月２７日 火
午前９時３０分～正午

度会町役場（大会議室）
平生・当津・茶屋広

午後１時３０分～４時 鮠川・牧戸・宮ノ西自治会・
度会団地自治会

町県民税の申告相談所を開設

役
場
で
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、

町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
次
の
と
お
り
、

申
告
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

老
人
保
健
・
福
祉
医
療
・
児
童

手
当
の
給
付
、
国
民
健
康
保
険
税

の
算
定
、
奨
学
金
の
受
給
・
資
金

借
入
申
込
な
ど
に
所
得
の
証
明
が

必
要
な
場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

う
し
た
と
き
に
困
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
所
得
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
正
し
い
申
告
を
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

さ
れ
る
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。申

告
用
紙
、
平
成
18
年
中
の
収

支
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
、
源

泉
徴
収
票
、
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
の
支
払
証
明
書
、
医
療
費

の
領
収
書
な
ど
や
印
鑑
を
忘
れ
ず

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
用
紙
は
、
対

象
と
思
わ
れ
る
人
に
２
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
申
告
用
紙
が

届
か
な
か
っ
た
人
で
も
、
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ

る
人
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
上
記
の
申
告
相
談

日
に
申
告
が
で
き
な
い
人
は
、
３

月
５
日
か
ら
15
日
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
ま
で
に
、
役
場
税
務
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
を
さ
れ
な
い
場
合

は
、
所
得
控
除
の
措
置
を
せ
ず
税

金
の
計
算
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
課
（
☎
６

２
︱
２
４
１
４
）

平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
、
度

会
町
に
居
住
し
、
平
成
18
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
営
業
等
、
農
業
、
不
動
産
、
配

当
、
譲
渡
、
山
林
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人

②
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

◦
給
与
以
外
に
所
得
の
あ
っ
た
人

◦
勤
務
先
か
ら
役
場
へ
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

人
◦
平
成
18
年
中
に
会
社
な
ど
を
退

職
さ
れ
た
人

◦
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人

申
告
に

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

申
告
を
し
て
い
た
だ
く
人
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
自
己
負
担
︵
１
～
３
割
︶
と
し

て
病
院
の
窓
口
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
残
り
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と

国
・
県
・
町
の
財
政
負
担
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
医
療
費
が
増
加
す
れ
ば
、
そ
れ
に
と
も
な
う
財
源
の
確

保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
を

支
払
う
た
め
の

国
民
健
康
保
険
税
が不

足

国
民
健
康
保
険
か
ら
支
払
わ
れ

る
医
療
費
や
介
護
納
付
金
は
、
被

保
険
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
、
増

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
国
民
健
康
保
険
税
の

税
収
は
、
加
入
者
数
が
あ
ま
り
増

え
て
い
な
い
こ
と
や
、
課
税
所
得

が
減
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
伸

び
悩
み
、
医
療
費
の
支
払
い
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
の
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
当
町

の
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
は
平

成
９
年
度
以
来
、
財
源
が
足
り
な

い
分
を
基
金
積
立
の
一
部
を
取
り

崩
し
て
補
っ
て
き
ま
し
た
。

厳
し
く
な
る

医
療
費
の
財
源
確
保

平
成
12
年
度
に
始
ま
っ
た
介
護

保
険
制
度
、
ま
た
平
成
20
年
度
に

は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
発
足

す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は

基
金
積
立
が
底
を
つ
き
、
今
後
の

医
療
費
の
財
源
確
保
が
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら

税
率
が
変
わ
り
ま
す

そ
の
た
め
平
成
19
年
度
か
ら
次

の
表
の
よ
う
に
税
率
な
ど
を
改
正

す
る
こ
と
が
、
平
成
18
年
第
４
回

定
例
町
議
会
に
て
決
ま
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
現
在
の
厳
し
い
財
政
状

況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
課
（
☎
６

２
︱
２
４
１
４
）

平
成
19
年
度

 
国
民
健
康
保
険
税

税
率
改
正
の
あ
ら
ま
し

病気は早期発見、
早期治療に心がけ

度会町国民健康保険では、被保険者の健康
の保持増進と疾病の早期発見および予防に努
めるため、簡易人間ドッグ受診に対する助成
を行っています。

ぜひ、年に１回は体の総点検をするために
人間ドッグをお勧めします。
▷助成対象　町の国民健康保険加入者で４０

～６９歳までの人
▷助 成 金　検診料の２分の１の額（最高２

万円まで）
▷問 合 先　役場福祉保健課

（☎６２－２４１２）

度会町国民健康保険税　税率表
医療給付費分

区　　　分 改　正　前
（平成18年度税率）

改　正　後
（平成1�年度から）

応
能
割

所 得 割 額
（加入者の前年所得に対し） 5.10% 5.25%

資 産 割 額
（加入者の固定資産税額に対し） 30.00% 35.00%

応
益
割

均 等 割 額
（加入者１人当たり） 21,000円 22,500円

平 等 割 額
（１世帯当たり） 19,000円 20,000円

介護納付金分

区　　　分 改　正　前
（平成18年度税率）

改　正　後
（平成1�年度から）

応
能
割

所 得 割 額
（加入者の前年所得に対し） 0.70% 1.10%

資 産 割 額
（加入者の固定資産税額に対し） 5.00% 9.00%

応
益
割

均 等 割 額
（加入者１人当たり） 5,800円 8,100円

平 等 割 額
（１世帯当たり） 3,400円 4,800円

※これらの税率は、その年度の医療費の総額を推計し、これから
自己負担分と国などからの支出金を差し引いた額をもとに決め
られます。
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去
る
１
月
５
日
、県
津
庁
舎
で
、

国
体
な
ど
本
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手

や
指
導
者
を
た
た
え
平
成
18
年
度

三
重
県
優
秀
選
手
・
指
導
者
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
で
は
、
個
人
の
部
に
お
い

て
、
第
43
回
全
国
聾
学
校
陸
上
競

技
大
会
の
１
部
男
子
１
０
０
ｍ
と

２
０
０
ｍ
で
優
勝
、
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
ー
で
３
位
と
な
っ
た
小
林

弘
明
さ
ん
（
川
口
）
が
、
ま
た
団

体
の
部
に
お
い
て
、
第
61
回
国
民

体
育
大
会
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

女
子
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
三
重

選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
た
西

岡
里
恵
さ
ん
（
和
井
野
）、
中
西

彩
さ
ん
（
棚
橋
）、
八
木
麻
里
子

さ
ん
（
中
之
郷
）、
山
下
真
愛
さ

ん
（
南
中
村
）、
西
岡
宏
華
さ
ん

（
和
井
野
）、
山
根
佐
由
里
さ
ん

（
田
口
）
が
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成１３年から６年間、人権擁護委員を務めていた
だいた鳥羽宏之さん（平生）に、長年にわたり国民の

人権の擁護と人
権思想の普及高
揚に尽くされた
として、法務大
臣から感謝状が
贈られました。

おめでとうご
ざいました。

鳥羽宏之さんに感謝状

平成１９年１
月１日付けで、
度会町担当の人
権擁護委員とし
て、田村重幸さ
ん（茶屋広）が、
法務大臣から委
嘱されました。

今後、田村さ
んには皆さんの
人権が侵犯され
ることのないよ
うに、多方面に

わたり相談にのっていただくなど、町の頼れる人権擁
護委員さんとして、ご活躍いただきます。

人権擁護委員 田村重幸さんが就任

県優秀選手・

指導者表彰を受賞

藤田安彦さん・大河内 悟さん
交通栄誉章緑十字銅章を受賞
去る１２月１２日、三重県男女共同参画センターで、伊勢地区

交通安全協会度会支部の藤田安彦さん（上久具）と大河内 悟さ
ん（駒ケ野）が、多年にわたり交通安全のため尽力され、交通事
故の防止と交通秩序の確立に貢献されたとして、（財）全日本交
通安全協会長から交通栄誉章緑十字銅章（交通安全功労）を受賞
されました。

この受賞を受け、２人は「光栄に思います。今後も交通安全の
推進のため協力させていただきます」と語ってくれました。

おめでとうございました。

藤田安彦さん大河内 悟さん
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わが家のエンジェルわが家のエンジェルわが家のエンジェルわが家のエンジェル

はじめまして、ゆあです

♪

たべることが大好き♥パ

パとママが食べてる物がお

いしそうで、ゆあも食べた

くなっちゃうの。早く一緒

のごはんが食べたいナ♪

３月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

畑中　侑歩 ちゃん （棚 橋）
　　平成18年２月23日生まれ

父　匡　志 さん
母　しずか さん

西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

１
月
18
日

逃
げ
や
す
き
峽か

い

の
日ひ

溜た
ま

り
冬
す
み
れ

棚　

橋　

松
本　

貞
子

留
守
居
し
て
手て

持も
ち

無ぶ

沙さ

汰た

の
く
さ

め
か
な

大
野
木　

西
村　
　

永

霜し
も

雫し
ず
く朝
の
光
を
集
め
け
り

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

賀
状
来
る
勤
め
し
こ
ろ
の
懐な

つ

か
し
く

立　

岡　

牧　
　

明
子

山
よ
り
も
夫つ

ま

の
ま
ぶ
し
き
初は

つ

日ひ

か
な

田　

間　

村
山　

和
美

休
み
田
の
凹く

ぼ

み
に
光
り
春
の
水

棚　

橋　

山
本　
　

順

く
っ
き
り
と
眉び

目も
く

を
抽ひ

き
て
初
出
勤

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

寒
霧
の
棚
引
く
山
や
深ふ

か

吉よ
し

野の

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

日
本
郵
政
公
社
は
、
平
成
19
年
10
月
に
民
営
化
・
分
社
化
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
移
行
作
業
を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
、
内
城
田
郵
便
局
と

一
之
瀬
郵
便
局
で
は
、
３
月
５
日
か
ら
分
社
化
に
対
応
し
た
業
務
に
切
り

替
え
て
い
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
変
更
と
な
る
主
な
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〒
郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

集
配
サ
ー
ビ
ス

◦
郵
便
物
の
配
達
、
取
り
集
め
、

ご
不
在
で
お
受
け
取
り
い
た
だ

け
な
か
っ
た
郵
便
物
の
お
預
か

り
は
、 

内
城
田
郵
便
局
、
一
之

瀬
郵
便
局
で
行
い
ま
す
。

◦
ご
不
在
で
お
受
け
取
り
い
た
だ

け
な
か
っ
た
郵
便
物
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
配
達
に
伺
い
ま
す
が
、
ご

連
絡
先
が
伊
勢
郵
便
局
に
変
更

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
ご
不
在

で
お
受
け
取
り
い
た
だ
け
な
か

っ
た
郵
便
物
は
、
毎
日
、
配
達

担
当
者
が
持
ち
出
し
ま
す
の
で
、

内
城
田
郵
便
局
と
一
之
瀬
郵
便

局
の
窓
口
で
お
受
け
取
り
を
希

望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
伊
勢

郵
便
局
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

◦
こ
れ
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
郵
便
番
号
は
変
わ
り
ま
せ

ん
の
で
、
引
き
続
き
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

貯
金
・
保
険
サ
ー
ビ
ス

◦
貯
金
・
保
険
の
集
金
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
内
城
田
郵
便
局
、

一
之
瀬
郵
便
局
か
ら
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

窓
口
サ
ー
ビ
ス

◦
内
城
田
郵
便
局
、
一
之
瀬
郵
便

局
で
は
、
時
間
外
郵
便
窓
口
が

廃
止
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
先

内
城
田
郵
便
局
（
☎
６
２
︱
０
３

４
２
）

一
之
瀬
郵
便
局
（
☎
６
５
︱
０
０

０
４
）

伊
勢
郵
便
局
（
☎
２
８
︱
２
０
４

９
）

♥ 善 意 ♥
ご寄付をいただきました。

（株）玉城　様
（玉城町勝田）

金１００，０００円

町のために、有効に活用
させていただきます。

ありがとうございました。
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子どもの歯の健康を考えるシリーズ⑧子どもの歯の健康を考えるシリーズ⑧

『お口の健康づくりから始めるいきいき生活!』

かむことの８大効用
◦言葉の発音がきれいになり、顔の表情も豊かになり

ます。
◦脳の働きを活発にします。
◦味覚の発達を促します。

◦元気がわき、ストレス解消につながります。
◦肥満を防ぎ、生活習慣病を予防します。
◦がんを防ぎます。
◦胃腸の働きを促進します。
◦歯の病気を防ぎ、口臭を予防します。

自分の歯でよくかみ、おいしく食事を楽しむことは、年
齢を問わずに心と体の健康を保ち、毎日をより一層豊かな
ものにしてくれます。

年齢に応じたお口の健康づくりを心がけ、いきいきした
生活をおくりましょう！

▷問合先　役場福祉保健課
（☎６２－１１１２）

　次回は 4 月号の掲載を予定しております。

年齢に応じたお口の健康づくり

●乳幼児期
『かむ力を育て歯みがきの習慣を作ろう』
◦離乳食は『かむ』ことを覚える大切なステップで

す。また、よくかむことで味覚の発達も促します。
◦むし歯のない歯で食事を

安心して楽しめるよう
に、乳幼児期から歯みが
きの習慣を身につけてい
きましょう。

●学童期・思春期・青春期
『生え変わった永久歯をしっかり守ろう』
◦乳歯と永久歯が混在し歯

並びも不ぞろいになりが
ちです。より丁寧な歯み
がきをしましょう。

◦かみ応えのある食べ物も食べ、丈夫なあごを育て
ましょう。また、かむことで脳の働きもよくなり、
だ液の分泌によって消化も助けるので、成長期の
お子さんには、かむことがとても大切です。

●成年期・壮年期
『週に 1 回は歯ぐきの観察をしよう』
◦この年代の約８割に歯肉炎があるといわれていま

す。歯ぐきの腫れや口臭予防のためにも、歯みが
　きや歯石の除去などを心が
　けましょう。
◦よくかむことで肥満の予

防やストレスを和らげるこ
とができます。

●高齢期
『残った歯を大切にお口のケアを続けよう』
◦残った歯のむし歯予防に気をつけることで、食事

や会話が楽しめます。また、入れ歯は自分にぴっ
たり合ったものを使い、清
潔に保ちましょう。

◦よくかむと、あごの骨や筋
肉が動いて血液の流れが良
くなり、脳の動きが活発に
なって老化を防ぎます。

家族みんなでお口の健康を保ち、
楽しく美味しい食事で豊かな毎日をおくりましょう！
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リレー連載	 No.10

人
権
人
権
にに考考

え
る
え
る

つ
い
て

つ
い
て

No.3

保育所は、乳幼児が生涯にわたる人間形成の基礎を培う、
極めて重要な時期に、その生活の大半を過ごす場所です。

私たち保育士は、この大切な時期に一人ひとりの子ども
の人格や個性が尊重されるよう、小さなことですが、毎日
の生活の中で、みんなで
一緒に食事をしたり、楽
しくおしゃべりをしなが
ら、いろいろな遊びを通
して「みんな仲良く、自
分も友だちも大切なん
だ」と思える心を育てて
いきたいと思います。

はじめの一歩
〜 みんな仲良し 〜

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／度会町保育所・民生児童委員

幼児期の思い出の歌や就寝前に聞いた話が、７０年経っ
た今も浮かんで来て、明治９年生まれのこわい祖母の声が、
懐かしく耳に響いてくる。

侮辱や差別も当然のように語られた時代、聞いていてか
わいそうにと思った話がたくさんあった。また悲しい話や
恐い話をねだっては何度も繰り返したから印象に残ってい
るのだろう。

幼児期は思い出として残ることは少ないだろうが、その
時の自分の姿を祖父母が語るので、さも自分の記憶のよう
に残っているのだと思う。

おもしろい、寂しい、かわいそうだなど、情緒的な刺激
を一杯吸収して育てられ、そこにできあがる姿は、正義の
騎士となり、情操豊かな姿がつくりあげられる。

立派に育てと願っても、しつけも情操教育も気にしなかっ
た時代。昼間は泥んこになって遊び、引っかき傷や切り傷、
たんこぶの土産を持って家に帰り小言を食った。生活困窮
の中での、しつけや幼児教育は各家庭思い思いで成り行き
任せだが、そこには家族の暖かい心の温もりがあった。
「三つ子の魂百まで」と言われるように、幼児教育こそ

大切である。人権教育が叫ばれて久しいが、今なお差別を
したり、虐待にはしる。人間失格のむごたらしい事件が跡
を絶たない。

幼児教育に眼を向け、明日の素晴らしい社会を築く青少
年を育てる礎を見直そう。

家庭生活を見つめてみよう。家族の中で祖父母は隔離さ
れ、両親は生活の維持のため仕事に一途となり、携帯電話
というリモコンで１日を動く。０才児保育が始まり、授乳
が終わるのを待って保育所や託児所へ預ける。これで良い
のですか。「仕方がないさ」は嫌ですよ・・・。

尽くせ誠意を、人権教育へと叫びつつ。

時 は 流 れ て
〜 お笑い爺や(山下弥十彦) 〜

長原保育所
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去る 1 月 3 日、平成１９年の幕開けを飾る度会町
消防出初式が、小野消防団長以下１３０人の団員が
参加して、役場庁舎前駐車場で開催されました。

町長表彰や県消防協会表彰などの伝達が行われ
た後、大野町長から「消防団に対する地域の評価
は非常に高かく、日ごろの献身的な活動に感謝し
ております。昨年同様、穏やかな年でありますよ
うに、また地域のためにご尽力ください」という
訓辞に引き続き、来賓の辻本県議会議員、福井町
議会議長から祝辞が述べられました。 平成19年

度会町消防出初式

平成19年
度会町消防出初式

受	賞	者（敬称略）
町長永年勤続表彰

班長　世古　昇 （鮠　川）団員　高橋　俊和 （市　場）団員　橋本　功 （中之郷）団員　中井　良幸 （小　川）団員　加藤　晃伸 （中之郷）団員　奥井　歌都満 （立　花）団員　河村　一彦 （茶屋広）団員　尾﨑　剛久 （上久具）町長優良団員表彰
班長　清水　日出男 （牧　戸）班長　山路　忠 （葛　原）班長　山根　孝彦 （田　口）団員　山下　政利 （南中村）団員　世古　誠 （和井野）団員　伊藤　清彦 （日　向）団員　服部　典正 （火打石）団員　佐々木元宏 （棚　橋）団員　中井　利彦 （注連指）団員　多湖　洋勝 （麻加江）団員　井倉　塁 （立　花）団員　尾﨑　巧 （上久具）団員　森本　達也 （茶屋広）三重県消防協会精勤章表彰班長　藤田　和弘 （上久具）三重県消防協会表彰徽章表彰団員　中西　康裕 （下久具）団員　山北　太 （平　生）団員　岡村　有真 （棚　橋）団員　玉村　肇久 （田　間）三重県消防協会南勢支会優良章表彰班長　山路　忠 （葛　原）班長　清水　日出男 （牧　戸）班長　相馬　彰 （坂　井）班長　山根　孝彦 （田　口）団員　山下　政利 （南中村）団員　世古　誠 （和井野）団員　八木　孝浩 （市　場）団員　奥田　拓弥 （　柳　）団員　西野　裕樹 （駒ケ野）団員　服部　典正 （火打石）団員　佐々木元宏 （棚　橋）団員　葊　富治 （注連指）団員　中井　利彦 （注連指）団員　多湖　洋勝 （麻加江）団員　井倉　塁 （立　花）団員　奥村　拓実 （坂　井）団員　中西　健一郎 （田　口）団員　大西　勝支 （鮠　川）団員　尾﨑　巧 （上久具）団員　森本　達也 （茶屋広）

１月に入って町内各保育所の園児たちは、それぞ

れ自分で好きな絵を描いた色とりどりのたこを作

り、たこ揚げを行いました。

長原保育所では、園児たちが園庭をところ狭しと

駆け巡り、後ろを振り向いては自分のたこが空高く

揚がっているのを確認しながら、力いっぱいたこ揚

げを楽しんでいました。

たこ、たこ、揚がれ !たこ、たこ、揚がれ !

表彰のようす
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PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る１２月１６日、度会町商工会（杉本

喜助会長）の皆さんが、地域振興事業の一

環として、脇出地区と栗原地区の一之瀬川

に、合わせて１, ０００匹のマスを放流し

ました。

脇出地区では一之瀬エンペラーズの２０

人と一之瀬イーグルスの２５人の選手の皆

さんと、栗原地区では小川郷スポーツ少年

団の１９人の選手の皆さんに協力していた

だき、体長約１５㎝のマスをバケツで運び、

一斉に放流しました。

大きく育つように皆さんも見守ってくだ

さい。

一之瀬川にマスを放流

度会町商工会
一之瀬川にマスを放流

度会町商工会

脇 出 地 区 で

栗 原 地 区 で

町民ビーチボール大会
中川ビーチボール愛好会が連覇
町民ビーチボール大会
中川ビーチボール愛好会が連覇

大会結果
男子の部　優　勝　中川ビーチボール愛好会

準優勝　まんぼう
３　位　NANASY

女子の部　優　勝　フレンズ A
準優勝　ちょこチップス
３　位　中川ビーチ

去る 1 月２１日、度会中学校体育館を会場に、
第１７回度会町民ビーチボール大会が開催され
ました。

男子の部　手前から優勝、準優勝、３位のチーム

女子の部　手前から優勝、準優勝、３位のチーム

13 広
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『おたのしみステージ出演者』・『フリーマーケット
出店者』を募集

▶開催日時　４月１日（日）
午前１０時～午後２時３０分

▶開催場所　宮リバー度会パーク
おたのしみステージ出演者
▶募集期間　２月５日（月）～２３日（金）
▶募集組数　１０組程度
※町内在住の個人、グループを優先します。
※応募者多数の場合は、実行委員会事務局で抽選します。
▶種 目　歌、踊り、バンドなど
※時間の関係上、出演時間は入退場を含めて最長１０分
とします。
フリーマーケット出店者
▶募集期間　２月５日（月）～３月２日（金）
▶募集人数　３０人（１人１区画）
※町内在住の人を優先します。
※応募者多数の場合は、実行委員会事務局で抽選します。
▶販売面積　１区画約１坪
▶販売品目　衣料品、日用雑貨、園芸品、手芸品など
※商品、食品の販売は不可。
▶出 店 料　１, ０００円（現金または定額小為替証書）
▶そ の 他　出店場所の提供のみで、準備から片づけま

で各自でお願いします。その他必要事項は
事務局の指示に従っていただきます。

▶申込・問合先　役場産業建設課内『第１２回宮リバー
度会パーク春まつり実行委員会事務
局』（☎６２－２４１６　ＦＡＸ６２
－１１３８）

4月1日（日）第12回宮リバー度会パーク
春まつりを開催

盛りだくさんの楽しいイベントを計画中
春まつり実行委員会

▶開催日時　２月９日（金）・２３日（金）
午前１０時～午後５時

▶開催場所　役場１階　第１会議室
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

または伊勢・度会地区障害者相談支援
センター『ブレス』（☎２０－６５２５）

▶開催日時　３月５日（月）
午前１０時～１１時３０分ごろ

▶受付時間　午前９時４５分～
▶内 容　おてだま、おりがみ、こままわしなど
▶開催場所　町子育て支援センター
▶対 象　１歳児以上（平成１７年３月３１日以前の

生まれ）の保育所に行っていないお子さん
とその保護者

▶募集定員　２０組
▶申込期限　２月２０日（火）まで
▶申込・問合先　町子育て支援センター

（☎６３－００７０）

▶開催日時　２月２６日（月）
午前９時３０分～正午ごろ

▶受付時間　午前９時１５分～
▶開催場所　町保健センター
▶対 象　平成１５年４月１日～１６年３月３１日生

まれのお子さんの保護者
▶定 員　１２人
▶参 加 費　２００円
▶申込期限　２月１６日（金）まで
▶託 児　あり
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

幼児食教室を開催

障害者相談支援センター『ブレス』
巡回相談を開催

伝承あそび教室『おじいちゃん・
おばあちゃんとあそぼう!!』を開催

お知らせ 
INFORMATION 

2
February

町税などの納付は便利な口座振替で
▶問合先　役場税務課（☎62－2414）・出納室（☎62－2410）

▶開設日時　２月１８日（日）午前１０時～午後３時
※予約は不要です。
※先着順ですので混み合う場合は、お待ちいただくこと
もあります。
▶開設場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
▶相談内容　不動産登記全般、商業登記全般、自己破産・

調停・個人再生手続、法律扶助の方法、訴
え、その他裁判所提出書類作成など町民の
方々が抱えている身近な問題

▶問 合 先　三重県司法書士会伊勢支部　岡　秀夫
（☎０５９９－７２－０５１０）

司法書士による無料相談所を開設

14広
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▶問合先
　役場産業建設課
　（☎62－2416）

バザールわたらい産直市
次回開催日は、2月18日（日）、3月4日（日）です。

▶開催日時　２月２３日（金）、３月９日（金）・２３日
（金）・３０日（金）、４月１４日（土）
各日ともに午後１時３０分～３時３０分

▶開催場所　県警察本部（津市栄町）
※会場までは公共交通機関を利用してください。
▶内 容　警察の仕事や警察学校、１１０番センター

の紹介、採用試験の説明、質疑応答など
▶申 込　平日の午前８時３０分～午後６時、電話にて
▶そ の 他　説明会への参加の有無は、採用試験の結果

に一切影響しません。
▶申込・問合先　県警察本部警務課採用係（☎０１２０

－３３３－２４７または０５９－２２２－０１１０）

三重県警察就職説明会を開催

度会町スポーツ少年団では、町内小学新３年生から新
６年生の団員を募集しています。　
▶問合先
ソフトボールチーム
◦一之瀬イーグルス（男子）
門野宮生（☎６２－２１５８） 東谷　博（☎６２－０８１５）
髙橋虎彦（☎６５－００６２） 谷口幸司（☎６２－０３３６）
中村　智（☎６２－１９２７） 岡田晃吉（☎６２－１１８１）
◦中川スポーツ少年団（男子）
北川俊一（☎６４－０５６０）
◦小川郷スポーツ少年団（男子）
橋本和彦（☎６２－０１０９）
◦度会エンペラーズ（女子）
山本宏一（☎６５－０８４９） 小野宏明（☎６２－０４１０）
大西静生（☎６４－０２６９）
陸上競技
◦内城田スポーツクラブ（男子・女子）
舟瀬　勝（☎６２－０３５６） 森本和義（☎６２－１６４０）
上井一浩（☎６２－０３３１） 森本　孝（☎６２－１９２６）
大西　元（☎６２－１９２５）

平成１９年度スポーツ少年団団員募集

町内の小・中学校に児童生徒が在学する家庭で、経済
的にお困りの家庭に、学用品、通学費、給食費、修学旅
行費などの一部を援助する制度です。

次のような認定基準に該当している家庭の児童生徒が
対象となります。
◦生活保護法に基づく保護の停止または廃止の家庭
◦町県民税の非課税または減免の家庭
◦児童扶養手当の支給を受けている家庭
▶問 合 先　町教育委員会事務局（☎６２－２４２２）

児童生徒の就学援助費支給制度のお知らせ

▶対 象 者　昼間、就業などを理由に保護者が家庭に不
在となり、平成１９年度に町内小学校１・２・３年生の
児童（４年生以上は定員に余裕があれば受け入れます）
▶利用施設　度会町棚橋１４５３－２　町地域交流セン

ター内　度会町放課後児童クラブ
（☎６３－００７０）
▶利用期間　平成１９年４月１日～平成２０年３月３１

日（ただし、日曜日・祝祭日・１２月２９日～１日３
日を除く）
▶利用時間
◦月曜日から金曜日　学校終了時～午後７時
◦土曜日・長期休業日　午前８時３０分～午後７時（た

だし、土曜日・長期休業日は保護者の送迎が必要です）
▶利 用 料　月額１人につき７，５００円（ただし、利

用日が月１０日未満の場合は１日当たり３００円）
▶そ の 他　利用申込書などは、２月中旬に町内各保育

所および各小学校を通じて配布しますので、あらかじ
めご了解ください。
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

平成１９年度『度会町放課後児童クラブ』の
入会者募集

（財）スポーツ安全協会の『スポーツ安全保険』は、
スポーツだけではなく、文化活動やボランティア活動、
地域活動中の事故による傷害や第三者に与えた損害を補
償し、みんなが安心して活動できることを目的に設けら
れています。

万一の事故に備えて加入しましょう。
▶加入対象　スポーツ・文化・ボランティア活動などを行

う５人以上のアマチュアの団体やグループ
▶保険期間　毎年４月１日（加入日の翌日）～翌年３月

３１日
※申込書は町教育委員会事務局にあります。
▶問 合 先　（財）スポーツ安全協会三重県支部

（☎０５９３－７２－８１００）

スポーツ安全保険に加入しましょう
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Minamiise High School
Communication
Minamiise High School
Communication

南伊勢高校 度会校舎通信南伊勢高校 度会校舎通信

町社会福祉協議会で交流
１２月２１日、町社会福祉協議会のクリスマス会に本校の生徒会、交

流文化部、家庭部が参加しました。
クリスマス会では、生徒会が静電気を使った手品をしました。交流文

化部は、クリップのついた粘土で作ったかわいい小物や紙の魚を、磁石
のついた竿で釣るゲームをし、景品としてその小物をプレゼントしまし
た。家庭部は、折り紙で作ったサンタやトナカイ、ブーツ、星、ろうそ
くなどをお年寄りの方と一緒に紙のリースにのりで貼り付けて、オリジ
ナルリースを完成させました。

最後に、お茶とお菓子をいただいて、和やかな雰囲気の中でお年寄りの方との会話を楽しみました。

公開授業のお知らせ
本校舎では、「開かれた学校づくり」支援事業「重点支援校」として指定を受け、人権・同和教育の推進、向上

を目指し、人権総合学習について公開授業を開催します。
▷開催日時　２月２３日（金）午後１時３０分～３時２０分
▷内　　容　２年生の人権総合学習「生き方に学ぶ」についてプレゼン
　テーション発表

①棚橋保育所との交流
②度会養護学校との交流
③ケアハウス彩幸との交流（社会福祉協議会との交流）
④障害者福祉について考える
⑤芸術（陶芸）を通じて生き方に学ぶ

▷問 合 先　南伊勢高等学校度会校舎　人権・同和教育推進係
　　　　　　（☎６２－１１２８（代）　ＦＡＸ６２－１１４１）

vol. ₂₁

クリスマスリース作り

11 月の公開授業のようす

平成19年度　南伊勢高等学校（度会校舎）入学者選抜日程
推薦入学（募集枠：入学定員８０人の５０％）
▷試 験 日　２月６日（火）午前９時～午後１時（予定）
▷試験内容　作文＋面接（個人面接）
▷願書受付　終了
▷出願資格　平成１９年３月中学校卒業見込みの人で在籍中学校

長の推薦を受けた人
▷合格内定　２月１３日（火）
一般選抜（募集枠：入学定員８０人－推薦入学内定者数）
▷試 験 日　３月１３日（火）午前８時３０分～午後５時（予定）
▷試験内容　５教科（国語・数学・社会・英語・理科）＋面接（集

団面接）
▷願書受付　２月２２日（木）～２７日（火）
▷願書変更　３月５日（月）～８日（木）
▷合格発表　３月２０日（火）

図書館開放予定日
度会校舎図書館は次の日程で地域の皆さん

に開放しています。
2月カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
○ ○ ×

4 5 6 7 8 9 10
× ○ ○ ○ ○ × ×
11 12 13 14 15 16 17
× × ○ × ○ ○ ×
18 19 20 21 22 23 24
× ○ ○ × ○ ○ ×
25 26 27 28
× ○ ○ ×

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご了

承ください。
◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。

http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html
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シリーズ

今夜の夕食今夜の夕食

２月の町税
 固 定 資 産 税　第 ４ 期

 国民健康保険税　第 10 期

おくやみ

おめでた 

塩分の取り過ぎは、血圧を上げる原因
にもなります。

塩分を減らすために、新鮮な食材を用
いて材料自体の味や香りを生かしたり、
レモンやゆず、しょうがなどを利用して
酸味や香味を効かしたりして、減塩に心
がけてください。

度会町食生活改善推進協議会

生活習慣病予防（減塩）
カレースープ

❶白菜は繊維に対して垂直に、長さ５㎝程度の細切りに

する。

❷玉ねぎは薄切り。にんじん、ベーコンは千切りにする。

❸鍋に水とすべての材料を入れ、野菜が柔らかくなるま

で煮る。

材料（４人分）
白菜 １２０ｇ

玉ねぎ ８０ｇ

にんじん ４０ｇ

ベーコン ４０ｇ

水 ４カップ

固形コンソメ １個

カレー粉　 小さじ４分の１

作
り
方

12月中に届出のあった方	（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
大西　葉

は

月
づき

 夕紀子 長　原
井戸本結

ゆい

那
な

 行弘 牧　戸
髙橋　優

ゆう

斗
と

 正延 市　場
服部　祐

ゆ

以
い

 典正 火打石
羽根　杏

あん

樹
じゅ

 努 棚　橋
中川　碧

あきら

 知央 五ケ町

12月中に届出のあった方	（敬称略）
 名　前 年齢 字名
井口　保丸 ７２ 南中村
吉田　健二郎 ７７ 牧　戸
奥田　とよ ８３ 柳
藤田　佳代子 ５５ 棚　橋
井戸本秀夫 ８７ 牧　戸
大北　才吉 ８４ 棚　橋
大西　シズヱ ９５ 棚　橋
山下　ひでの ９５ 柳
奥本　實 ８３ 小　川

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

３月７日（水）
受付：午後１時１０分

～１時３０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成１９年１月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成１８年８月生まれのお子さん
◦１２か月児健診

平成１８年３月生まれのお子さん

乳 児 健 診
３月７日（水）
受付：午後０時３０分

～０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１５年７・８月生まれ

のお子さん

３歳６か月児健診

保　健　情　報
● 問い合わせは、役場福祉保健課（☎�2－1112）まで ●

子育て支援情報

● 問い合わせは、町地域交流センター（☎�3－0070）または役場福祉保健課（☎�2－1112）まで ●

３月２日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までのお子さん

育児相談（保健相談）

毎週火・金曜日（ただし、小学校の春休
み３月２６日～４月５日は休み）
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん

３月 ８日（木） 一之瀬公民館
３月２２日（木） 麻加江生活改善センター
３月３０日（金） 町保健センター
時間：午前１０時～１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自由遊びなど
対象：保育所に行っていないお子さん

３月１４日（水）
《ひよこグループ》

３月１５日（木）
《うさぎグループ》

時間：午前１０時
　　　　～正午ごろ
場所：町子育て支援

センター
※初回のみ要申込み

わたっこ
広場開放

地区巡回広場
わたぼうし

遊・友・YOUくらぶ
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地域交流センターを中心に町内で活動するわたら
いキッズスタッフ（ボランティア）として活躍中の
近藤香織さん。

２月にはバレンタインにちなんで『かわいいチョ
コ＆ドーナッツ作り』を企画しているので、たくさ
んの子どもたちに参加してもらえるとうれしいです。

★キッズスタッフの活動は
本の読み聞かせや体験活動など、子ども向けの

いろいろな企画のお手伝いをしています。子ども
たちと一緒に活動できて、とても楽しいです。

★学校生活は
自分の未来に向けて勉学に励みつつ、友だちと

楽しく過ごしています。残り１年、悔いのないよ
う充実した学生生活を送りたいです。

★休日は
休日は友だちと遊んだり、ボランティアやアル

バイトをしています。毎週日曜日は習字教室にも
通っています。

★趣味は
バレーボールとお菓子作りです。

★将来の夢は
子どもが好きなので、子どもに関わる仕事に就

き、教育実習やボランティアで得たものを活かし
ていきたいです。

★度会町の好きなところは
緑に囲まれていて、空気も水もきれいなところ。

温かく優しい方が多いところ。
★今後、度会町に望むことは

電車が通ってくれるとありがたいです。

今 月 の 表 紙
一
日
一
歩

度会町

町 の う ご き

2007/2 N
o.499

こ
の

広
報

誌
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
広

報
わ

た
ら

い
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

http://w
w

w
.tow

n.w
atarai.m

ie.jp

近
こ ん

藤
ど う

　香
か お り

織 さん
（平 生）21歳◦Ｏ型
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●印刷／文化印刷（有）

昨年大晦日の夜、一之瀬神社で新年の始まりに
あわせ、伊勢之國鏡太鼓の皆さんによる奉納太鼓
が行われ、どんど焼きの炎を背に打ち鳴らされる
太鼓の音が、境内いっぱいに響き渡っていました。

年越しと新年を祝う多くの参拝者は、温かい甘
酒とともに、勇壮な太鼓の響きに酔いしれながら、
新しい年の幸運を願っていました。

２
月
に
な
る
と
、
悪
霊
退
散
や
家
内
安
全
を
願
っ

て
、
町
内
各
地
で
獅
子
舞
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
、
２
月
３
日
に
下
久
具
で
、
10
日
に
棚
橋

で
、
お
頭
神
事
が
行
わ
れ
、『
オ
サ
キ
』
と
『
ダ
イ

ジ
ョ
ウ
』
の
雌
雄
の
舞
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
11
日
に
は
脇
出
で
一
之
瀬
神
社
獅
子
神
楽

と
し
て
、
南
中
村
、
脇
出
、
市
場
、
和
井
野
の
４
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
、
天
狗
と
獅
子
に
よ
る
奉
納

の
舞
を
観
る
こ
と
で
き
ま
す
。

た
い
へ
ん
寒
い
時
期
で
す
が
、少
し
厚
着
を
し
て
、

ぜ
ひ
町
の
伝
統
行
事
で
あ
る
獅
子
舞
を
楽
し
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

人　口	 男　４, ４６７	（＋ ４）	出生　　６
女　４, ７８２	（＋ ６）	死亡　　９
計　９, ２４９	（＋１０）	転入　２５

世帯数２, ７３６	（＋ ６）	転出　１２

平成１８年１２月３１日現在
(　 ) 内は前月比

かがや 
びと 

わたらい人人
No.
56輝け輝け

a Person of Shining Watarai 


